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で各群の尿禁制率は 83%、76%であった。特に、術後 3か月と 6か月の時点での尿禁制率の差は顕
著であり、術前尿失禁群では術後の尿失禁がより遷延しやすいという結果となった。尿流量測定お
よび残尿量については両群間で有意な差を認めなかった。QOLの比較において、KHQによる評価
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後 12 か月間の尿失禁改善率、下部尿路機能、QOL を評価した。術後 12 か月での尿禁制
率は両群で差はなかったが、術後 3 および 6 か月で、術前尿失禁群の尿禁制率が低かった。
また、質問票による QOL 評価は術前尿失禁群で低かった。以上より、術前尿失禁の評価が
術後尿失禁の改善率や QOL の予測に有効であるとした。 
 
2020 年 7 月 16 日の審査会では、主査、副査より論文の目的、方法、結果、考察、結論
について質問がなされ、また、下記の修正点があげられた。 
 前向き研究で仮説を検証したのか、観察研究の結果を解析したのか記載すること。 
 p5,p25,p29 対象症例の説明を Fig1 に沿って説明する。failed to complete the 
1h-pad test after surgery の症例数は本文中では 13 例の記載、Figure legends でも 13 例、
Fig1 では 8 例と 5 例に分けられた記載。 
 Fig1 で stop visiting は 4 例→5 例 に修正 
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